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１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等
2022 年度 t-CO2

t-CO2

％ 3.68 ％

％ ％

t-CO2

％ 2.53 ％

％ 0.00 ％

t-CO2

％ 23.20 ％

％ 0.00 ％

t-CO2

％ ％

％ ％

３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組

22 ％ 78 ％

56 ％

56 ％

％

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）  第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 医療法人尚瑶会
事 業 所 の 名 称 医療法人社団尚瑶会たけだ眼科・小野寺内科

目標年度

事 業 所 の 所 在 地 仙台市泉区市名坂字竹内100－３
主 た る 事 業 医療業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者
条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者
条例第15条第1項に該当する一般事業者

目標排出量 23.0 目標原単位 0.08500
削減率 2.95 削減率

温室効果ガスの
排出状況

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気

基準年度 基準排出量 23.7 基準原単位

削減率

温室効果ガスの
削減目標

23.20 削減率

排出量等の
増減理由

削減率

0.08825

排出量等の
増減理由

LED電球に交換したが、数値的な削減効果はまだ出ていない。エアコンの稼働時間増加や検査機
械の連続運転が増加の原因と考えられる。深夜電気の増加原因は、床暖房設備の劣化等が考えら
れる。

排出量 23.1

排出量 18.2 排出原単位 0.06777

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

目標年度 2025 年度

排出原単位 0.08601
削減率 2.53 削減率第１年度 2023 年度

基本対策の実施状況

基準年度

第１年度
実施状況の説明

等

二酸化炭素を測定する機器は持っていないが窓は各部屋、特
に患者様が出入りする箇所は絶えず換気をしている。空調の
設定温度は２８度を心がけているが、どうしても大空間の待
合室等は設定温度２６度にしないと適切な室温を維持できな
い。昼休み中は院⾧が各部屋の室温を２８度にキープするよ
うに設定温度を変更している。

第２年度
実施状況の説明

等

照明設備、空調設備の昼休み時間の節電に可能な範囲で取り
組んだ。 ２０２５年３月より電子カルテを導入しさらに
PC,OA機器が増加したので今後昼休みの節電を心掛けたい。

第３年度
実施状況の説明

等

排出量等の
増減理由

0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

第２年度 2024 年度

第３年度 2025 年度

LED電球交換を行った効果が表れ始めたと考えられる。

排出量 排出原単位
削減率

（一般事業所等用）
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そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

その他地球温暖化を防止する
対策の実施

高能率照明（LED電球）交換
LED電球交換工事を行い使用電気量を以前よりこまめにチ
エックする。

実施済

選択対策の実施状況

項目 実施状況

設備運転時間の管理 一部実施済

外気冷房 実施済

管理標準（管理マニュアル）の整備 未実施

その他地球温暖化を防止する
対策の実施

空調設定温度の管理
部屋の事情にもよるが室温夏場は28℃を保つよう心掛ける。

実施済

その他地球温暖化を防止する
対策の実施

病院機器の待機電力管理
眼科医院には多種の医療機器があり昼休み時間にこまめに電
源を切ることを心がける。

未実施

（一般事業所等用）


